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1. 研究背景･目的 
	 BaV10O15は V が三角格子から規則的に三角形が
抜けた擬三角格子を組んで積層した直方晶系の物

質である｡この BaV10O15 に対して一軸歪(軌道自由
度に共役な外場)を印加すると，軌道揺らぎが発達し
電子状態が等方的に変化することが明らかになっ

ている[1]｡ 
	 この結果を受けて，結晶構造が等方的な物質に対

する一軸歪の効果を調べるため，BaV13O18に着目し

た｡BaV13O18はVが擬三角格子を組んで積層した六
方晶系の物質である｡この物質中では V2+と V3+の存

在比が 5:8であり，電荷自由度と軌道自由度を有し
ている｡室温では V四量体を形成しているが，210K
以下で Vサイトに電子が局在化し，70K以下では一
部のV四量体においてボンドの組み替えが起こりV
三量体を形成することが明らかになっている

[2][3]｡本研究では BaV13O18 における一軸歪下の光

学反射率変化スペクトルを測定し，等方的な物質に

対する一軸歪の効果を調べた｡ 
 
2. 実験方法 
	 Floating Zone法により作成されたBaV13O18試料

から，背面反射 Laue法により結晶軸を特定し，ab
面を切り出した｡そしてピエゾ素子を用いた一軸歪

印加装置を用いて，一軸歪下の光学反射率を測定し

た｡図 1は本研究における unit cellと結晶軸の定義
である｡ 
 
3. 実験結果と考察 
	 図 2 は a*軸に沿って圧縮(青色)と引張(赤色)を印
加したときの a*軸方向の光学反射率変化スペクト
ル，図 3 は a*軸に沿って圧縮(緑色)と引張(橙色)を
印加したときの b軸方向の光学反射率変化スペクト
ルである｡図 2 と図 3 を比較すると，一軸歪の印加
軸が a*軸で同一にもかかわらず，偏光方向が一軸歪
に対して平行か垂直かによってその光学反射率変

化スペクトルが異なっていることが分かる｡このこ

とは一軸歪を印加したことにより，ab面内で等方的
だった電子状態が異方的に変化したことを示唆し

ている｡ 

  

 
図 1 : BaV13O18の unit cellと結晶軸の定義 

 

 
図 2 : ab面 a*軸偏光の光学反射率変化(a*軸印加) 

 

 
図 3 : ab面 b軸偏光の光学反射率変化(a*軸印加) 
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